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京
都
哲
學
會
規
約

｝
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
藩
及
を
國
る

こ
と
を
醤
的
と
す
る

一
、
麿
の
国
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
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毎
月
一
回
會
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哲
學
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究
」
を
螢
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す
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一
、
本
曾
の
事
業
を
遂
行
す
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た
め
に
委
貴
鷲
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
交
學
部
哲
學
科
教
竃
及
び
委
員
會
に
お
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て
推
薦
し
た
も
の
に
委
蝸
す
る

　
、
奉
會
に
賛
助
員
着
干
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を
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く
　
賛
助
員
は
愈
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の
中
か

ら
委
員
會
が
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す
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一
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本
町
は
愈
員
組
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と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
鰹
校
・
圃
蕾
館
・
其
他
の
圏
鯉
は
團
盤
の
名
を
以
て
入

・
曾
ア
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
脅
員
は
曾
費
と
し
て
年
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「
三
〇
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（
奮
誌
十
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冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
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二
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又
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三
回
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な
い
。
一
つ
の
も
の
を
見
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
と
ひ
と
し
く
他
の
も
の
を
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る
こ
と
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會

告

｝
、
本
奮
は
愈
員
組
織
と
し
曾
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
臨
吉
田
京
都
大
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文
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京
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